
  

 

 

 

挿入文 

 行あけ、原本に 1 行あけがあれば、迷わず次の

ページ 1行目でも、行あけを残す。 

 

 

 

 

5 マス目からの見出し 

 前の本文との間を行あけすることが多い。 

 

 見出しが変わる場合は、前の本文と見出しの

間に 1行あけたり、線を引いたり」原本に応じて最

適な方法をとる。なお、本文のページが最後の行で終わった場合、次の見出しは新しいページ

の 1 行目から書く。ただし、線を引いている場合は 1 行目に線を引く。（区切り線からページが移

る場合、区切り線を省略するかは、そのような場合でも区切り線を入れるかどうかは、団体で決

める。てびきでは決まっていない。）また原文に準じて大きな区切りページ使わなくてもいい。

（分かりやすく使用するためなので） 

                       『点訳フォーラム』より 

 

 

 ４ 見出しと本文との行あけ（２）：参照  

 本文がページの最後の行で終わった場合、次の見出しは新しいページの 1 行目から書く。ま

た、大きな区切り目では原文に準じてページを変えてよい。 

                          『点訳のてびき』１５８ページより 


